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北
海
道
足
寄
高
等
学
校
（
渋
谷
圭
校
長
、

以
下

：

足
寄
高
校
）
は
、
今
年
で
開
校
74
年

を
迎
え
る
十
勝
管
内
有
数
の
伝
統
校
で
、
卒

業
生
は
、
十
勝
管
内
は
も
と
よ
り
、
全
道
・

全
国
・
海
外
の
各
方
面
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　
全
道
的
に
少
子
化
や
過
疎
化
が
進
む
中
、

足
寄
高
校
も
入
学
者
数
の
減
少
が
進
み
、
平

成
２
年
ま
で
の
５
間
口
を
ピ
ー
ク
に
平
成
13

年
以
降
は
２
間
口
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
北
海
道
教
育
委
員
会
が
策
定
す
る
「
公
立

高
等
学
校
配
置
計
画
」
で
は
、
１
学
年
１
間

口
と
な
っ
た
場
合
、
将
来
的
に
再
編
整
備
の

対
象
と
な
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
お
り
、
足
寄

高
校
存
続
の
た
め
に
は
１
学
年
２
間
口
（
41

人
以
上
）
の
入
学
者
確
保
が
必
要
で
す
。

　
地
元
か
ら
高
校
が
な
く
な
る
と
、
中
学
卒

業
生
の
進
路
範
囲
の
限
定
化
や
他
市
町
村
へ

の
進
学
に
よ
る
保
護
者
の
費
用
負
担
増
加
と

人
口
流
出
な
ど
、
地
域
活
力
の
低
下
や
衰
退

を
招
き
、
直
接
的
・
間
接
的
な
影
響
は
計
り

知
れ
ま
せ
ん
。
足
寄
高
校
の
存
続
は
地
域
の

存
続
を
図
る
上
で
中
心
的
か
つ
重
要
な
課
題

で
あ
り
、
町
は
魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
の
サ

ポ
ー
ト
な
ど
、
入
学
者
確
保
に
向
け
さ
ま
ざ

ま
な
形
で
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
月
は
、
そ
の
成
果
と
支
援
策
を
紹
介
し

ま
す
。

※
間
口
～
学
級
数
の
こ
と
。
１
間
口
の
生
徒

数
は
40
人
。

　
町
は
新
入
生
の
減
少
で
１
学
年
１
間
口
と

な
っ
た
平
成
23
年
度
以
降
、
足
寄
高
校
存
続

の
た
め
、
資
格
検
定
料
や
海
外
研
修
費
の
補

助
な
ど
の
支
援
を
行
い
、
２
間
口
確
保
に
努

め
て
き
ま
し
た
。
平
成
26
年
度
に
再
び
１
間

口
と
な
る
厳
し
い
経
験
も
あ
り
ま
し
た
が
、

学
力
向
上
の
た
め
の
公
設
民
営
塾
の
設
置
や

給
食
の
無
償
提
供
、
下
宿
機
能
を
併
せ
持
つ

多
目
的
交
流
施
設
を
開
設
す
る
な
ど
、
足
寄

高
校
へ
の
支
援
を
拡
充
し
て
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
支
援
策
が
実
を
結
び
、
平
成
29

年
度
に
は
17
年
振
り
に
入
学
者
が
60
人
と
な

り
、
７
年
振
り
と
な
る
全
学
年
２
間
口
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
生
徒
数
の
増
加
に
伴
い

部
活
動
も
活
発
化
し
て
い
ま
す
。

　
本
年
度
の
生
徒
の
入
学
者
は
53
人
の
う
ち
、

足
寄
中
学
校
か
ら
は
44
人
が
入
学
。
地
元
以

外
か
ら
の
新
入
生
９
人
は
隣
町
の
本
別
町
２

人
、
陸
別
町
３
人
の
ほ
か
、
帯
広
市
や
大
樹

町
、
音
更
町
な
ど
か
ら
の
入
学
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
地
元
か
ら
足
寄
高
校
に
入
学

す
る
割
合
は
86
％
で
、
こ
こ
数
年
７
割
前
後

を
維
持
し
て
い
ま
す
。

令
和
５
年
度
新
入
生
は
53
人
�

　
　
　
町
の
支
援
策
が
成
果

「だから、足高へ行く。」「だから、足高へ行く。」
足寄町は 「足寄高校」 の特色ある学校づくりを応援します。

　いとこと一緒にバスケットボールをしようと思い足高に進学を決
めました。部活では、２年生の秋季大会で２勝することができたこ
とが一番の思い出です。修学旅行はコロナ禍で最後まで行けるか分
からなかった分、みんなで楽しむことができました。就職しても何
事にも一生懸命に取り組み、頑張りたいと思います。
　これから足高入学を考えている皆さんには、足高生活を友だ
ちや先生と楽しんでほしいと思います。

　高校生活では２年生の夏に吹奏楽コンクールで金賞を受賞できた
ことが一番の思い出です。学校祭での吹奏楽演奏も印象に残ってい
ます。高校では検定や模試などいろいろな支援があり、支援があっ
たおかげで大学進学につながったと思います。これからは、保健師
を目指して勉強し、将来は多くの人と健康管理など生活面で関わり
たいと思っています。

　高校で仲間と野球がしたい、カナダにも行きたいと思い足高に進学
しました。高校生活は部活と勉強に追われ、気付いたら３年間があっ
という間に終わっていました。学校の授業で物理が好きになったきっ
かけで工業大学に進学を決め、大学では新しい素材を作る勉強をした
いと思います。カナダには行けなかったけど、中継でカナダの人と交
流できる機会があったので良い経験ができたと思います。

新津　咲羅さん
北海道千歳リハビリテーション大学

武藤　達海さん
室蘭工業大学

安田　絢美安田　絢美さん
札幌保健医療大学札幌保健医療大学

市原　陽翔さん
士幌町役場

令
和
４
年
度
卒
業
生
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

高
校
生
活
を
振
り
返
っ
て

　高校生活では２年生のときに陸上の全道大会で７位に入賞したことが
一番の思い出です。最後の学校祭では、初めての後夜祭が行われ、花火
も打ち上がり楽しかったです。足高は町からの支援が手厚く、勉強に取
り組む意欲につながりました。塾も勉強に集中しやすく、分からないと
ころがあっても塾の先生に聞きやすい環境でした。大学では理学療法を
学び、将来は高齢者の健康サポートをしたいと思っています。

令
和
４
年
度
卒
業
生　

進
路
決
定

・
合
格
先

進
学

【
４
年
制
大
学
】

（
国
公
立
大
学
）

●
室
蘭
工
業
大
学
●
北
海
道
教
育
大
学
函
館
校
●
旭
川
市
立
大
学 

●
秋
田
公
立
美
術
大
学

（
私
立
大
学
）

●
北
海
道
科
学
大
学
●
大
阪
芸
術
大
学
●
鈴
鹿
医
療
科
学
大
学
●
北

海
道
千
歳
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
大
学
●
札
幌
保
健
医
療
大
学
●
青

森
大
学
●
札
幌
大
学
●
函
館
大
学
●
日
本
赤
十
字
北
海
道
看
護
大
学

●
札
幌
学
院
大
学

【
短
期
大
学
】

（
公
立
）

●
山
形
県
立
米
沢
女
子
短
期
大
学

（
私
立
）

●
札
幌
国
際
大
学
短
期
大
学
部
●
帯
広
大
谷
短
期
大
学

【
専
門
学
校
・
各
種
学
校
】

（
看
護
学
校
）

●
帯
広
高
等
看
護
学
院

（
そ
の
他
）

●
札
幌
医
療
秘
書
福
祉
専
門
学
校
●
札
幌
工
科
専
門
学
校
●
日
本

工
学
院
北
海
道
専
門
学
校
●
北
海
道
ど
う
ぶ
つ
・
医
療
専
門
学
校

●
札
幌
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
ア
ー
ト
専
門
学
校
●
札
幌
子
ど
も
専
門
学

校
●
札
幌
看
護
医
療
専
門
学
校
●
北
海
道
文
化
服
装
専
門
学
校
●

吉
田
学
園
医
療
歯
科
専
門
学
校
●
専
門
学
校
北
海
道
自
動
車
整
備

大
学
校
●
札
幌
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
＆
ダ
ン
ス
・
放
送
専
門
学
校
●
光

塩
学
園
調
理
製
菓
専
門
学
校
●
札
幌
ベ
ル
エ
ポ
ッ
ク
製
菓
調
理
専

門
学
校
●
北
海
道
ハ
イ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
専
門
学
校
●
青
山
建
築
デ

ザ
イ
ン
・
医
療
事
務
専
門
学
校
●
札
幌
医
学
技
術
福
祉
歯
科
専
門

学
校
●
大
原
法
律
公
務
員
専
門
学
校

就
職

（
公
務
員
）

●
北
海
道
職
員
●
北
海
道
警
察
職
員
●
士
幌
町
職
員
●
陸
別
町
職
員

（
民
間
企
業
）

●
道
東
建
設
工
業
株
式
会
社
●
株
式
会
社
美
容
室
ア
・
ラ
モ
ー
ド

●
野
口
観
光
株
式
会
社
●
医
療
法
人
康
仁
会
介
護
老
人
保
健
施
設

ロ
イ
ヤ
ル
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
●
株
式
会
社
十
勝
大
福
本
舗
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詳
　
細
　
教
育
委
員
会
教
育
支
援
担
当

☎
25

－

３
１
８
８

塾
長
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　　
昨
年
度
、
前
任
の
樽
沢
よ
り
塾
長
を
引
き

継
ぎ
ま
し
た
大
山
と
申
し
ま
す
。

　
塾
長
と
し
て
着
任
し
て
約
１
年
、
塾
生
の

真
面
目
さ
と
学
習
へ
の
集
中
力
は
、
こ
れ
ま

で
の
塾
で
も
一
番
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
一

人
一
人
の
目
標
に
合
わ
せ
た
最
適
な
学
習
を

行
う
と
と
も
に
、
塾
生
と
の
対
話
を
重
視
し

て
い
き
ま
す
。

　
学
習
塾
へ
の
多
く
の
方
の
利
用
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、
夢
の
実
現
に
向

け
全
力
で
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　　
足
寄
高
等
学
校
の
生
徒
を
対
象
と
し
て
開

校
し
た
「
足
寄
町
学
習
塾
」
が
、
本
年
度
で

９
年
目
を
迎
え
ま
す
。　

　
こ
の
学
習
塾
は
、
公
設
民
営
塾
と
し
て
足

寄
町
が
開
設
し
、
全
国
で
学
習
塾
を
展
開
す

る
㈱
Ｂ
ｉ
ｒ
ｔ
ｈ
47
が
運
営
し
て
い
ま
す
。

　
足
寄
高
校
生
の
学
力
向
上
を
支
援
し
、
生

徒
そ
れ
ぞ
れ
の
夢
を
か
な
え
る
こ
と
で
、
同

校
の
魅
力
ア
ッ
プ
を
図
り
、
入
学
希
望
者
の

増
加
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
少
し
で
も
多
く
の
子
ど
も
が
足

寄
町
で
育
ち
、
ふ
る
さ
と
に
愛
着
を
持
つ
環

境
を
整
備
す
る
こ
と
が
、
地
域
の
存
続
・
活

「
足
寄
町
学
習
塾
」
で
自
己
実
現
を
！

性
化
の
鍵
と
も
な
り
ま
す
。

　
今
月
号
で
は
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
足
寄
高

校
生
の
自
己
実
現
を
支
え
て
き
た
学
習
塾
の

取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

指
導
シ
ス
テ
ム

　

専
任
講
師
が
そ
ば
で
学
習
を
支
援
す
る

「
個
別
指
導
」
と
、
一
流
講
師
陣
に
よ
る
授

業
を
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
視
聴
す
る「
映
像
指
導
」

の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
の
指
導
シ
ス
テ
ム
で
学
力

向
上
を
図
り
ま
す
。

３
つ
の
学
習
ブ
ー
ス

　
「
個
別
指
導
ブ
ー
ス
」「
映
像
指
導
ブ
ー
ス
」

「
自
習
ブ
ー
ス
」
の
３
つ
の
学
習
ブ
ー
ス
を

設
置
し
、
生
徒
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し

て
学
べ
る
環
境
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト

　

令
和
４
年
度
の
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
、
通
塾
後
の
自
身
の
変
化
に
つ
い
て
「
勉

強
が
分
か
る
よ
う
に
な
っ
た
」
に
続
き
「
学

校
の
成
績
が
上
が
っ
た
」「
勉
強
す
る
習
慣

が
付
い
た
」と
い
う
回
答
が
多
く
寄
せ
ら
れ
、

塾
開
設
の
目
的
で
あ
る「
学
習
意
欲
の
向
上
」

や
「
学
習
習
慣
と
基
礎
学
力
の
定
着・向
上
」

に
一
定
の
成
果
が
み
ら
れ
て
い
ま
す
。

項目 割合

勉強が分かるようになった 57.6％

学校の成績が上がった 31.3％

勉強する習慣が付いた 27.3％

将来の夢を持つことができた 8.1％

模試などの成績が上がった 6.1％

通塾による自身の変化について
複数回答可

公設民営塾「足寄町学習塾」

タブレットを使ったタブレットを使った
映像指導ブース映像指導ブース

講師が直接指導を行う講師が直接指導を行う
個別指導ブース個別指導ブース

　

学
習
塾
で
は
足
寄
高
校
生
１
～
３
年
生
、

翌
年
度
足
寄
高
校
入
学
を
検
討
し
て
い
る
方

向
け
に
見
学
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
学
習
塾
を
活
用
し
て
将
来
の
思
い
描
く
進

路
を
つ
か
み
取
り
ま
し
ょ
う
。

大山敦人塾長

卒

業

・
卒

園

お

め

で

と

う

卒

業

・
卒

園

お

め

で

と

う

足 寄 高 等 学 校足 寄 高 等 学 校

足 寄 中 学 校足 寄 中 学 校

芽 登 小 学 校芽 登 小 学 校

大 誉 地 小 学 校大 誉 地 小 学 校

螺 湾 保 育 所螺 湾 保 育 所

螺 湾 小 学 校螺 湾 小 学 校

足 寄 小 学 校足 寄 小 学 校

高校卒業式にサプライズ登場した松山千春高校卒業式にサプライズ登場した松山千春さん

芽 登 保 育 所芽 登 保 育 所

町認定こども園どんぐり町認定こども園どんぐり
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町ホームページのあしょろルポでは、取材写真
を多数掲載しています。ぜひご覧ください。

　第43回全国中学校スケート大会に出場した
足寄中学校の高橋大悟さん（中学３年）と高橋
丈琉さん（中学１年）が渡辺俊一町長へ結果報
告に訪れました。この大会で男子５００ｍの
競技で高橋大悟さんが自己ベストタイムを記録
し、見事全国３位に入賞しました。
　出場した高橋大悟さんは「最初の１０００ｍ
の競技では結果を出せなかったが、得意競技

全国大会３位入賞を報告3/13/1

　町民を対象とした英会話教室「ジャスミン
＆カミールＥＮＧＬＩＳＨ　ＰＡＲＴＹ」（町
教育委員会主催：全３回）が国際交流員のジ
ャスミン・愛子・ジャクソンさん、カミール・
エスペリータさんを講師に町民センターで行わ
れました。参加者は、英語で自己紹介やダン
スのキーワードを覚えて、曲に合わせてダン
スをするなど楽しく英会話を学びました。

楽しく英語を学ぼう

読書感想文コンクール
　第46回町読書感想文コンクールの表彰式が
町民センターで開催されました。町内の小中
学校から４０９点の応募があり、45点の作品
が入賞しました。
　受賞者を代表して大山口皓太さん（中学３年）
が「これからも読書の時間を大切に人として
成長し、人生を充実していけるようにしたい」
とあいさつしました。

3/33/3

3/23/2

の５００ｍでは練習の成果を発揮して、１０
０点満点以上の滑りで自己ベストを更新する
ことができました」高橋丈琉さんは「初めての
全国大会出場で緊張した。自己ベストは更新
できなかったが、良い経験となった。来年も
全国大会に出場したい」と出場の感想を話し
ました。
　渡辺町長は「全国大会３位入賞おめでとう
ございます。これからも活躍を期待していま
す」と賞賛しました。

町営温泉浴場の内覧会

　旭町の生涯学習館内「旭町ふれあいプラザ」
で活動している「陶芸木彫クラブ」の陶芸ク
ラブ（宮川宏子代表）が新入学の１年生に陶
器のペン立てを作り、足寄小学校や芽登小学
校、螺湾小学校に寄贈しました。足寄小学校
の大宮秀夫校長は「大変ありがとうございま
す。子どもたちが地域とのつながりを持つこ
とは大切なことです」と感謝を述べました。

中学校野球部が食育教室

子どもたちのために

　第36回ふるさとを考える町民のつどい（自
治会連合会主催、齋藤健司会長）が町民セン
ターで開催され、60人が参加しました。
　講演では「平常時の防災活動」と題し、講
師の町総務課中川主査は「命を守るためには
自助＋共助の力が重要です」と話しました。
　次に落語家の桂三段さんが落語を披露し、参
加者から笑いや拍手が挙がりました。

3/233/23
　足寄中学校で野球部顧問の遠藤啓佑教諭を
中心に、野球部（足寄、本別、勇足中学校連
合チーム）を対象に、よい体づくりのための
食事の取り方を学ぶため、町福祉課職員を講
師に「成長期のスポーツと食生活」と題して
食育教室を開催し、23人が参加しました。
　生徒たちは、試合当日の食事の摂取などの
説明を熱心に聞き入りました。

3/123/12

3/283/28

　町営温泉浴場「銀河の湯あしょろ」が完成し、
町と施設管理・運営を担う株式会社オカモト
が共同で町民向けの内覧会を開催しました。
　内覧会には１３０人が参加し、これから「く
つろぎの場」となる温泉浴場を興味深く見学
していました。町内在住の70歳以上の方は入
浴料が割引となるため、多くの人が利用証の
申請をしました。

3/293/29

町民のつどい
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ご注意ください
有害鳥獣駆除実施中

Ashoro Information
　　　まちのお知らせと情報

あしょろ　インフォメーション

Ashoro Information
まちのお知らせと情報

あしょろ　インフォメーション

町防災行政無線戸別受信機の受
け取り・返却はお済ですか？

詳　細　役場総務課企画調整担当
　　　　☎２８－３８５１

詳　細　役場経済課林業振興担当
　　　　☎２８－３８６２

母子健康手帳の交付方法について

詳細　役場福祉課保健推進担当　☎２５－２５７１

　本町では、エゾシカによる農業被害や林業被
害を減らすために、北海道猟友会足寄支部の協
力により有害鳥獣駆除を実施しています。
　有害鳥獣駆除実施期間中に山菜採り等で山林
や畑、牧草地の周囲を歩く方は、目立つ服装で
入林し、設置されているわなに注意してください。

駆除区域　足寄町全域（住宅地・鳥獣保護区　
　　　　　等は除く）
駆除期間　４月１日から10月末、
　　　　　および令和６年３月
使用する道具　銃器、くくりわな、囲いわな

　妊娠届出時には妊婦本人のマイナンバー等の提示が必要です。
　また、出産応援ギフトの申請のため受取口座を確認できる書類の写しが必要となります。
■提出時の持ち物
　・マイナンバーカード　※マイナンバーカードがない場合は、マイナンバー通知カードと身分証

明書（運転免許証やパスポート等）を持参してください。
　・妊婦本人の通帳またはキャッシュカード（母子手帳交付対応時、写しを取ります）
■交付方法

※発行には書類記入、体調確認等で１時間程度かかります。
担当者が不在の場合もありますので、お手数ですが、事前に母子手帳の受け取り希望日の連絡
をして来庁するようお願いします。

※やむを得ない理由により代理人の方が届出される場合は、妊婦本人のマイナンバー等の提示、
代理人の身元確認および委任状の提出が必要です。

■場　　所
　役場１階　福祉課保健推進担当（役場正面玄関より左へ）
■受付時間
　平日　午前８時35分～午後５時５分

子宮頸がんワクチン接種について

子宮頸がんの原因となるヒトパピローマウイルスの感染を防ぐ子宮頸がん予防ワク
チン（HPV ワクチン）について、定期接種対象の方に案内や予診票等の書類を発送さ
せていただきます。まだ接種が完了していない方は、ぜひ接種の検討をお願いします。
ご不明な点等ございましたら福祉課までお問い合わせください。

詳　細　役場福祉課保健推進担当　☎２５－２５７１

　本町では防災行政無線の戸別受信機を町内の
全世帯および事業所に貸し付けを行っています。
戸別受信機を設置すると、悪天候の時には屋外
スピーカーからの音声が聞こえづらいなどの問
題を解消し、室内で情報を聞くことができるよ
うになります。また、戸別受信機には聞き逃し
てしまった放送を再生する機能も付いています。
戸別受信機の貸し付けは、役場
２階総務課にて行っています。
　また、町外に転出される方は
戸別受信機の返却をお願いします。

マイナポイント申請のサポートを行っています！

　マイナポイントの手続き窓口を開設し、操作が不安な方や対応機器をお持ちではない方をサポー
トしています。ぜひ、この機会をご利用ください。
※マイナポイントの申請期限は９月末まで延長となりましたが、一部のキャッシュレス決済におい
て９月末以前に期限を設定している場合があります。

※マイナンバーカードの新規取得等で最大５０００円分のマイナポイントを受け取るためには、マ
イナポイントの申し込み後、選択したキャッシュレス決済サービスで２万円のチャージまたは買い
物をする必要があります。
実施場所　役場総務課（庁舎２階）
対 象 者　マイナンバーカードを令和５年２月末までに申請した方で、マイナポイントを申請して

いない方。
開設時間　平日の午前９時～午後３時（正午から午後１時を除く）
手続きに必要なもの　※書類等がそろっていない場合は手続きができません
①マイナンバーカード
②マイナンバーカード発行時に設定した暗証番号（数字４桁）
③対象となるキャッシュレス決済サービスのＩＣカード
④登録する預貯金口座の情報（通帳またはキャッシュカードなど）
　※ご自身名義の預貯金口座の金融機関の名称、支店名、口座番号の情報が必要です。
詳　細　役場総務課情報管理担当　☎２８－３８５０

マイナポイント対応の
キャッシュレス決済

電話でお申し込みができます！
ヘリカルCT肺がん検診･PETがん検診のお知らせ

検 診 名 対　象　者 助成対象人数 料　　　金

ヘリカルCT
肺がん検診 ・30歳以上の町民

（平成６年４月１日以前に生まれた方）
＊ただし、助成対象は３年に一度と
なります。令和３年度・令和４年度
に助成を受けた方は助成の対象にな
りません。

先着30名 自己負担　10,000円
＊町助成　10,020円

ＰＥＴがん検診 先着35名 自己負担　60,130円
＊町助成　10,000円

詳細・申込先　役場福祉課保健推進担当　　　☎２５－２５７１

申込期間　令和６年１月31日㈬まで
受診期間　令和６年３月29日㈮まで
実施機関　ヘリカルCT肺がん検診 : 町国民健康保険病院
　　　　　　　　 　PETがん検診 : 社会医療法人　北斗　北斗病院（帯広市）
そ の 他　受診結果につきまして病院より町にも結果が返却されます。個人情報につきましては
　　　　　健康づくり目的以外には使用しません。
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Info
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空家等の適正管理をお願いします

詳　細　役場総務課企画調整担当　☎２８－３８５１

■空家等とは
　国の基本方針では、長年人が住んでいない使われなくなった廃屋のみだけ
ではなく、使用していない状態が１年以上続いているものを「空家等」と規
定しています。
■空家等の管理
　空家等を放置し続けてしまうと、老朽化が進み、さまざまなリスクが発生します。
　空家等の適正な管理は、所有者等（所有者・管理人・所有者が亡くなっている場合は相続人）に
定められた責務です。国内では老朽化したコンクリートブロック塀が倒壊したことで死亡者が出る
など痛ましい事故も発生しています。
　もし老朽化が進んだ空家等を放置し、他者に被害を及ぼしてしまった場合、数千万円～数億円の
賠償金を支払わなければならない可能性があります。ご自身だけではなく、空家等の周辺にお住ま
いの方のためにも定期的な点検や戸締りを行い、壁の破損や倒壊の恐れがある際は、早めに修繕、
解体をするなどの適正な管理をお願いします。
　令和５年３月に「空家等対策の推進に関する特別措置法の一部を改正する法律案」が閣議決定さ
れ、今後空家に対する取り扱いがこれまでと変更となる見込みです。例として、特定空家（周辺に
著しい悪影響を及ぼす空家）になる恐れのある「管理不全空家」として勧告を受けた空家は、固定
資産税の住宅用地特例（１/ ６等に減額）が解除されてしまいます。
　現行の適切な管理の努力義務に加え、国および自治体の施策に協力する努力が求められるため、
今のうちに次のような対策をとることが必要です。
■空家等になる前の対策
　空家等が管理不全となり、放置されてしまう主な原因に相続問題があります。
自宅が空家等になることは、誰にでも起こりえます。家屋等の所有者が今のう
ちにできることは、空家等になった場合にどうするか（売却、解体、賃貸）を
はっきり決めておくことです。自分の意思をあらかじめ家族に伝えておくこと
で相続人の負担を大きく減らすことにもつながります。
　また、相続を放棄しても他の相続人や相続財産管理人がいない場合は管理を
続けなければなりません。管理を怠ったことで他者に被害を及ぼした場合は、賠償責任を問われる
恐れがあります。
■空家等になった後の対策
　足寄町では、長い間放置されて老朽化が進んだ空家等を解体する際の補
助金として「住環境・店舗等整備補助金（老朽危険空家等除却）制度」を
設けています。
　危険な空家等の解体を検討中の方は、ぜひこの制度をご活用ください。
　また、足寄町・本別町・陸別町の３町で運営している「とかち東北部移
住サポートセンター」では、売却・賃貸を希望する空家等の情報をホームページに無料で掲載し周
知しています。比較的状態の良い建物は、選択肢も増えますので、空家等の利活用を検討している
場合は早めに決断し、空家等の適正な管理に務めてください。

とかち東北部移住
サポートセンター

老朽危険空家
等除却制度

町税 （料） 等が 「スマホアプリ」 「コンビニ」 で
納付できるようになりました

　町では、令和５年４月以降に発行する町税（料）等がスマートフォン決済アプリまたは全国のコンビニ
エンスストアで納付できるようになりました。なお、これまでどおり金融機関での納付、口座振替でも納
めることができますので、ご都合の良い納付方法をお選びください。
　「ＰａｙＰａｙ」などのスマートフォン決済アプリから納付書に印刷されたバーコードを読み取ること
で、いつでも簡単に納付できます。詳しくは、納付書の裏面をご覧ください。

町道民税（普通徴収） 小学校教員住宅貸付収入

固定資産税 中学校教員住宅貸付収入

軽自動車税 単身勤労者住宅使用料

国民健康保険税（普通徴収） 水道料金

介護保険料（普通徴収） 簡易水道料金

後期高齢者医療保険料（普通徴収） 営農用水道料金

公営住宅使用料 公共下水道使用料

町有建物貸付収入 公共下水道受益者負担金

町職員住宅貸付収入

納付できる税（料）等

▶スマートフォン決済アプリ、コンビニエンスストア納付をする際の注意点
・バーコードの印刷がされていないものはスマホアプリ、コンビニエンスストアでの納付ができません。
また、バーコードが印刷されていても１枚30万円を超えるものについても納付できません。
・スマホアプリで納付した場合、領収書は発行されません。アプリ内の「利用明細や支払履歴など」で
ご確認ください。

　詳細　役場住民課収納担当　☎２８－３８５９

▶Ｑ＆Ａ
Ｑ１：納付書が１枚ずつになっています。バラバラになって紛失しそうなので以前のようにとじていた
だけませんか？
Ａ：コンビニで取り扱いができるように納付書規格が統一されているため、とじることができません。
Ｑ２：スマホアプリやコンビニで納付する際に手数料はかかりますか？
Ａ：手数料はかかりません。
Ｑ３：ＱＲコードがついていますがこれは何に使うものですか？
Ａ：令和５年４月からＱＲコードが印刷されている納付書について、町内の金融機関のほか、全国の地
方税共通納税金融機関での納付および「地方税お支払いサイト」からの電子納付（クレジット決済、ペ
イアプリ）も可能となりました。ＱＲコードが印刷されている納付書は、ぜひこちらもご利用ください
（クレジットカード決済にかかる手数料は利用者負担となります）。

▶ＱＲコード対応金融機関およびクレジット決済、ペイアプリ等の詳細についてはホームページでご確認
ください。※「ＱＲコード」は株式会社デンソーウエーブの登録商標です。

・ＱＲコード対応金融機関（ｅＬＴＡＸ地方税共同機構「共通納税」）　
　https://www.lta.go.jp/kyoutsuunouzei/
・クレジット決済、ペイアプリ等（地方税お支払いサイト）
　https://www.payment.eltax.go.jp/

お知らせ

Ashoro

Info
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医療機関での一部負担金の減免制度について

　町国民健康保険に加入されていて、一定の条件に該当する方は医療機関での一部負担金の支払いが免除
される制度があります。

減免申請のながれ

自然災害、
失業等の

事由が発生

収入減少、
資産への損害、
死亡、障害

役場に一部
負担金減免の

申請

審査
減免決定

減免対象となる事由

減免対象となる療養および期間等

減免申請に必要な書類

・減免の対象は入院に係る一部負担金です（外来療養は減免対象外）。
・減免の期間は原則３カ月間です（やむを得ない場合に限り、新たに申請・再審査の上、減免が継続され
る場合もあります）。
※支払い済みの一部負担金は原則、減免の対象外となるので、入院の前に申請手続きをしてください。

①減免申請書　
②収入の状況（前年より減少していること）が分かる書類　
③世帯の国保加入者全員の通帳（記帳済のもの）　
④国民健康保険の保険証　
⑤医師等の意見書　
⑥その他必要と認められる書類

　詳細　役場住民課保険担当　☎２８－３８５７

・世帯主が死亡、または障害者とな
った場合
・資産に重大な損害を受けた場合

①から③の事由により収入が減少

※申請前の直近３カ月と前年同時期を比較して収入が減
少していること、世帯の収入・預貯金が生活保護基準額
以下であることが要件となります。

①災害等の発生 ②農作物の不作等 ③事業の休廃止・失業等

火災・風水害など 冷害等による不作など 事業廃止・倒産・失業など

足寄町国民健康保険からのお知らせ

入院時の一部
負担金を免除

春の火災予防運動期間について
　４月20日から４月30日までは春の火災予防運動期間です。この運動は、火災が発生しやすい
時期を迎えるにあたり、町民の皆さんに火災予防の意識を一層高めていただくことで、火災の
発生を防ぐことを目的としています。

　令和４年中に町内では15件の火災が発生しています。幸いにして死亡した方はいませんでし
たが、住宅や車両などを焼損する被害がありました。４月は５件の火災が発生するなど年間を
通しても火災の発生が多い月となっています。この時期は特に空気が乾燥し、強風により延焼
スピードが速くなりますので、火の取り扱いには十分注意してください。

野焼きは禁止されています！
　廃棄物（ごみ）を燃やすことは法律で禁止されています。野焼きを行った場合は、５年以下
の懲役、１千万円以下の罰金のいずれか、または両方が科せられます。「昔から燃やしている」
「自分一人くらいならいいだろう」と簡単に考えて罰則を受けるケースもありますのでご注意
ください。町内においても、家庭ごみを焼却処分中に火の粉が枯れ草に着火し、延焼拡大した
火災が数件発生しています。近隣の住宅に被害が出たり、大切な家族や財産を失う可能性があ
りますので、安易な考えで野焼きを行わないでください。家庭から出たごみは、決められた日
に決められたごみ収集場所へ出すようにしましょう。

詳細　足寄消防署予防担当予防１係　☎２５－２６１９
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高
齢
者
就
労
セ
ン
タ
ー
は
町
内
在
住
の
60

歳
以
上
で
、
働
く
こ
と
に
意
欲
の
あ
る
方
で

あ
れ
ば
ど
な
た
で
も
入
会
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
現
在
男
性
41
人
、
女
性
38
人
、
合
計

79
人
の
方
が
会
員
登
録
し
て
働
い
て
い
ま
す
。

　
主
な
活
動
内
容
は
、
町
の
委
託
業
務
（
公

園
の
草
刈
り
・
ト
イ
レ
清
掃
・
植
樹
桝
の
草

取
り
・
剪
定
・
役
場
庁
舎
の
公
務
補
、
清
掃
・

墓
地
景
観
整
備
草
刈
り
・
災
害
対
策
用
土
砂

置
場
の
草
刈
り
）
や
足
寄
動
物
化
石
博
物
館

の
草
刈
り
作
業
、
民
間
か
ら
の
依
頼
（
畑
作

業
・
刈
り
払
い
機
に
よ
る
草
刈
り
作
業
・
チ

ェ
ー
ン
ソ
ー
に
よ
る
伐
木
作
業
・
ま
き
割
り

足
寄
町
高
齢
者
就
労
セ
ン
タ
ー

足
寄
町
高
齢
者
就
労
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ

か
ら
の
お
知
ら
せ作

業
・
庭
の
草
取
り
・
剪
定
作
業
・
部
屋
の

片
付
け
・
清
掃
・
ご
み
の
分
別
搬
出
作
業
・

ご
み
収
集
日
に
合
わ
せ
た
ゴ
ミ
出
し
作
業
・

賞
状
筆
耕
・
宛
名
書
き
・
冬
季
間
の
除
排
雪

等
）
に
よ
る
作
業
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

詳　
細　
足
寄
町
高
齢
者
就
労
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
（
足
寄
町
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

開
設
時
間

平
日
：
午
前
８
時
35
分
～
午
後
５
時
５
分

　
　
　
土
・
日
・
祝
日
・
年
末
年
始
は
除
く

☎
28

－

０
７
２
２

Ｆ
Ａ
Ｘ
25

－

９
０
２
１

https://w
w

w
.ashorotte-hukushi.

jp/shakyo

　
そ
の
ほ
か
に
も
作
業
内
容
は
さ
ま
ざ
ま
あ

り
、
ご
自
身
の
知
識
・
能
力
や
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
に
合
わ
せ
て
、
仕
事
内
容
・
働
き
方
を

選
択
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
就
労
セ
ン
タ
ー
で
働
く
に
は

　
会
員
登
録
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
高
齢

者
就
労
セ
ン
タ
ー
事
務
所
（
社
会
福
祉
協
議

会
内
）
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
登
録
に
あ
た
り
、
特
別
な
技
能
や
資
格
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

■
仕
事
の
依
頼
に
つ
い
て

　
高
齢
者
就
労
セ
ン
タ
ー
事
務
所
（
社
会
福

祉
協
議
会
内
）
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
仕
事

の
内
容
や
時
期
を
お
聞
き
し
、
就
労
可
能
な

会
員
を
派
遣
し
ま
す
。

　
今
年
か
ら
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
シ
ス
テ
ム
エ

ン
ジ
ニ
ア
経
験
の
あ
る
会
員
が
新
規
登
録
し

ま
し
た
の
で
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
関
係
の
ご

依
頼
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

※
時
期
や
内
容
に
よ
っ
て
は
す
ぐ
に
対
応
で

き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
あ
ら
か
じ
め

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
高
齢
者
就
労
セ
ン
タ
ー
長
か
ら

　
当
セ
ン
タ
ー
は
、
登
録
会
員
の
平
均
年
齢

が
76
・
６
歳
と
な
り
、
昨
年
よ
り
さ
ら
に
高

齢
化
が
進
み
ま
し
た
が
、
働
く
意
欲
が
旺
盛

な
会
員
が
多
数
登
録
し
て
お
り
ま
す
。

　
現
役
世
代
と
同
等
の
ス
ピ
ー
ド
で
仕
事
を

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
高
齢
者
の
就

労
に
適
し
た
範
囲
の
仕
事
で
あ
れ
ば
こ
な
す

こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
ご
理
解

の
上
、
仕
事
の
ご
依
頼
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

　
今
後
も
会
員
の
体
力
・
能
力
に
合
っ
た
、

経
験
を
生
か
せ
る
仕
事
へ
の
就
労
を
心
掛
け

て
い
ま
す
の
で
、
働
い
て
み
た
い
と
思
っ
て

い
る
方
の
会
員
登
録
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
３
年
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
に
実
施
す
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
厚
生
旅
行
に
つ
い
て
、
行

先
な
ど
は
未
定
で
す
が
、
５
月
下
旬
に
開
催

を
予
定
し
て
お
り
、３
年
間
の
労
を
ね
ぎ
ら
い
、

会
員
の
親
睦
を
深
め
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

※
作
業
内
容
や
料
金
表
は
、
社
会
福
祉
協
議

会
内
高
齢
者
就
労
セ
ン
タ
ー
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

掲
載
し
て
い
ま
す
。

公園の草刈り公園の草刈り

大
人
の
む
し
歯

●
む
し
歯
は
子
ど
も
だ
け
の
病
気
で
は
あ
り

あ
り
ま
せ
ん

　
む
し
歯
と
い
え
ば
、
子
ど
も
の
む
し
歯
の

印
象
が
強
い
で
す
が
、
い
ま
や
、
大
人
の
む

し
歯
が
増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と
で
注
目
を
集

め
て
い
ま
す
。
20
歳
以
上
の
９
割
の
方
が
む

し
歯
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
り
、
３
割
の
方
が

治
療
し
て
い
な
い
む
し
歯
を
有
し
て
い
る
と

い
う
デ
ー
タ
が
あ
り
ま
す
。
大
人
の
む
し
歯

は
年
代
ご
と
に
特
有
の

原
因
で
引
き
起
こ
さ
れ

る
と
い
う
こ
と
を
知
っ

て
お
く
と
予
防
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

●
歯
の
構
造
を
知
ろ
う

　
歯
の
構
造
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。
歯
の
外

側
は
エ
ナ
メ
ル
質
と
い
う
石
や
ガ
ラ
ス
よ
り

も
硬
い
組
織
で
覆
わ
れ
て
お
り
、
内
側
は
象

牙
質
（
ぞ
う
げ
し
つ
）
が
神
経
を
覆
っ
て
い

ま
す
。
象
牙
質
は
エ
ナ
メ
ル
質
よ
り
も
柔
ら

か
い
た
め
、
む
し
歯
が
象
牙
質
ま
で
波
及
す

る
と
加
速
的
に
進
行
し
ま
す
。
通
常
は
歯
ぐ

き
に
隠
れ
て
い
る
歯
の
根
面
は
セ
メ
ン
ト
質

と
い
う
組
織
が
表
面
を
形
作
っ
て
い
ま
す
。

象
牙
質
よ
り
柔

ら
か
く
人
の
骨

と
同
程
度
の
硬

さ
で
、
露
出
す

る
と
歯
ブ
ラ
シ

等
で
摩
耗
し
や

す
い
特
徴
が
あ

り
ま
す
。

●
む
し
歯
は
こ
う
し
て
作
ら
れ
る

　
エ
ナ
メ
ル
質
・
象
牙
質
・
セ
メ
ン
ト
質
の

３
つ
の
組
織
の
共
通
点
は
酸
に
弱
い
と
い
う

こ
と
で
す
。
食
後
等
に
歯
の
表
面
に
歯
垢
と

い
う
細
菌
の
塊
が
付
着
し
ま
す
（
舌
で
歯
を

触
る
と
ザ
ラ
ザ
ラ
す
る
の
が
付
着
し
て
い
る

サ
イ
ン
で
す
）。
歯
垢
を
餌
に
口
腔
内
に
い

る
む
し
歯
菌
が
増
殖

し
、
酸
を
出
す
こ
と

に
よ
っ
て
歯
が
溶
け

て
む
し
歯
を
作
り
出

し
ま
す
。

●
大
人
の
む
し
歯
は
気
付
き
に
く
い

大
人
の
む
し
歯
の
主
な
特
徴

①
セ
メ
ン
ト
質
の
む
し
歯

 

年
齢
を
重
ね
る
と
、
歯
ぐ
き
が
外
傷
や
歯

ぐ
き
の
病
気
（
歯
周
病
）
に
よ
り
下
が
り
や

す
く
な
り
ま
す
。
エ
ナ
メ
ル
質
に
比
べ
て
軟

ら
か
い
セ
メ
ン
ト
質

が
露
出
す
る
と
、
根

面
に
む
し
歯
が
で
き

や
す
く
な
り
ま
す
。

②
象
牙
質
（
ぞ
う
げ
し
つ
）
の
む
し
歯

　
一
度
む
し
歯
の
治
療
を
し
た
と
こ
ろ
が
口

腔
内
の
温
度
の
変
化

に
よ
る
膨
張
・
収
縮
・

劣
化
に
よ
っ
て
二
次

的
に
む
し
歯
に
な
り

ま
す
。

　
「
毎
日
歯
を
磨
い
て
い
る
か
ら
む
し
歯
に

な
ら
な
い
」
や
「
一
度
治
療
し
た
か
ら
大
丈

夫
」
と
い
っ
た
誤
っ
た
認
識
や
油
断
が
む
し

歯
を
進
行
さ
せ
て
し
ま
う
の
で
す
。

●
大
人
の
む
し
歯
を
予
防
す
る
た
め
に

　
気
が
付
い
た
と
き
に
は
む
し
歯
が
神
経
ま

で
進
行
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
な
い
よ
う
、

次
の
ケ
ア
を
取
り
入
れ
ま
し
ょ
う
。

①
セ
ル
フ
ケ
ア
（
自
分
で
で
き
る
予
防
）

　
毎
日
の
歯
磨
き
で
歯
の
表
面
の
歯
垢
を
除

去
し
ま
す
。
ゴ
シ
ゴ
シ
と
大
き
く
強
い
力
で

磨
い
て
し
ま
う
と
歯
や
歯
ぐ
き
が
傷
つ
い
て

詳　
細　
役
場
福
祉
課
保
健
推
進
担
当

�

☎
25

－

２
５
７
１

し
ま
う
の
で
、
優
し
く
小
さ
な
動
き
で
磨
く

の
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

②
歯
科
医
院
で
の
定
期
検
診

　
痛
み
が
出
る
前
に
、
専
門
家
の
視
点
で
確

認
・
清
掃
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
む
し
歯
を
早

期
に
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
町
で
は
歯
周
病
検
診
の
中
で
、
む
し
歯
の

検
査
も
行
っ
て
い
ま
す
。
町
内
の
歯
科
医
院

に
限
り
、
35
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
方
お
よ
び

妊
婦
と
そ
の
夫
は
５
０
０
円
、
節
目
年
齢
の

方
（
41
、
51
、
61
、
71
歳
）
や
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
の
被
保

険
者
の
方
は
無
料

で
受
診
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
保
健
推

進
担
当
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

※
記
載
の
年
齢
は
令
和
５
年
度
内
年
齢
で
す
。

ま
ち
の
健
康
だ
よ
り
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詳　
細

　
　
役
場
建
設
課
上
下
水
道
工
務
担
当

☎
28

－

３
８
６
８

令
和
５
年
度
水
質
検
査
計
画
に
つ
い
て

　
水
道
の
水
質
基
準
改
定(

平
成
16
年
４
月

１
日
施
行)

に
伴
う
水
道
法
施
行
規
則
改
定

に
基
づ
き
水
質
検
査
計
画
を
策
定
し
ま
し
た

の
で
、
需
用
者
で
あ
る
町
民
の
皆
さ
ん
に
ご

報
告
し
ま
す
。

　
水
質
検
査
計
画
に
つ
い
て
は
、
役
場
内
ま

た
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
令
和
４
年
度
の
水
質
検
査
結
果
も

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

水質検査結果
区分 単位 おいしい水研

究会基準 水質基準 足寄町の
上水道

蒸留残留物 mg/l 30～200 500以下 77.0

硬度 mg/l 10～100 300以下 8.8

有機物等 mg/l ‐ ３以下 0.6

臭気 度 ３度以下 ３度以下 なし

水温 ℃ 20℃以下 ‐ 13.8

※厚生労働省の「おいしい水研究会」のデータ
と令和４年足寄町の水道水を比べたものです。

３
月
31
日
か
ら
次
の
区
域
で

下
水
道
の
供
用
が
始
ま
り
ま
し
た

①
南
６
条
７
丁
目
の
一
部

②
下
愛
冠
１
丁
目
・
２
丁
目
の
一
部

③
下
愛
冠
４
丁
目
の
一
部

１
．
住
ま
い
の
場
所
が
下
水
道
整
備
さ
れ
供

用
開
始
さ
れ
て
い
る
地
域
か
確
認

　
公
共
桝
が
設
置
さ
れ
て
い
れ
ば
下
水
道
が

整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
排
水
設
備
は
速
や
か

に
、
く
み
取
り
便
所
は
３
年
以
内
に
下
水
道

に
接
続
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
接
続
等

に
ご
不
明
な
点
が
あ
れ
ば
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

２
．
指
定
工
事
店
に
工
事
を
依
頼

　
下
水
道
へ
の
切
替
工
事
が
で
き
る
の
は
、

指
定
工
事
店
の
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

※
工
事
費
用
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

※
補
助
金
の
制
度
お
よ
び
指
定
工
事
店
に
つ

い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

３
．
下
水
道
使
用
開
始

　
町
で
の
検
査
が
完
了
次
第
、
下
水
道
の
使

用
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

公共桝

相
談
員
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス

　
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
予
約
前
に

十
分
内
容
の
確
認
を
！

　
サ
イ
ト
運
営
者
（
事
業
者
）
の
名
称
や
住

所
な
ど
の
基
本
情
報
を
控
え
た
上
で
次
を
チ

ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

・
契
約
先
は
ど
こ
な
の
か
？
（
ホ
テ
ル
や
航

空
会
社
ま
た
は
他
の
旅
行
会
社
の
場
合
が
あ

り
ま
す
）

・
問
い
合
わ
せ
手
段
や
言
語
、
受
付
時
間

・
予
約
確
認
メ
ー
ル
や
マ
イ
ペ
ー
ジ
な
ど
で

早
急
に
内
容
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

・
予
約
画
面
は
旅
行
が
終
わ
る
ま
で
保
管
し

ま
し
ょ
う
。

　
皆
さ
ん
は
旅
行
の
際
、
宿
泊
施
設
の
予

約
や
交
通
機
関
の
チ
ケ
ッ
ト
確
保
な
ど
を

ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
ま
す
か
？

　
旅
行
業
者
の
店
頭
に
足
を
運
ば
な
く
て

も
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど

か
ら
手
軽
に
旅
の
手
配
が
で
き
る
「
旅
行

予
約
サ
イ
ト
」
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
？

　
最
近
は
国
内
旅
行
で
も
海
外
旅
行
で
も
、

数
多
く
の
旅
行
予
約
サ
イ
ト
が
あ
り
、
便

利
に
な
っ
た
一
方
で
さ
ま
ざ
ま
な
ト
ラ
ブ

ル
が
起
き
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
今
回
は
消

費
者
が
安
心
し
て
旅
行
予

約
サ
イ
ト
を
利
用
す
る
た

め
に
、
注
意
す
べ
き
ポ
イ

ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

Ｑ
：
旅
行
予
約
サ
イ
ト
と
は
ど
の
よ
う
な

サ
イ
ト
で
す
か
？

Ａ
：
「
Ｏ
Ｔ
Ａ
（
Ｏ
ｎ
ｌ
ｉ
ｎ
ｅ　
Ｔ
ｒ

ａ
ｖ
ｅ
ｌ　
Ａｇ
ｅ
ｎ
ｔ
ｓ
／
オ
ン
ラ
イ

ン
旅
行
取
引
事
業
者
）」
と
呼
ば
れ
る
旅

行
業
者
が
顧
客
と
の
窓
口
と
し
て
運
営
す

る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
「
旅
行
予
約
サ
イ
ト
」

と
い
い
ま
す
。
店
頭
に
出
向
く
こ
と
が
な

い
の
で
利
用
し
や
す
さ
は
あ
り
ま
す
が
、

詳　
細
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費
生
活
相
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（
南
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２　
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

　
　
平
日
：
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
30
分
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契
約
条
件
や
申
し
込
み
内
容
な
ど
が
分
か

り
に
く
い
場
合
や
認
識
の
ズ
レ
な
ど
か
ら

ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
：
ど
の
よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
り
ま
す
か
？

Ａ
：
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
経
由
で
ホ
テ
ル
の

宿
泊
を
「
無
料
の
朝
食
付
き
」
で
予
約
し

た
が
、
実
際
に
宿
泊
し
た
と
こ
ろ
朝
食
が

付
い
て
い
な
か
っ
た
等
、
予
約
内
容
と
異

な
る
と
い
っ
た
相
談
や
解
約
料
の
発
生
に

伴
う
相
談
な
ど
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
〈
事
例
〉

　
海
外
の
旅
行
業
者
の
サ
イ
ト
で
、
申
し

込
み
画
面
に
「
キ
ャ
ン
セ
ル
手
数
料
無
料
」

と
表
示
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
上
で
、

ホ
テ
ル
の
宿
泊
を
申
し
込
み
、
全
額
を
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
決
済
し
た
。
そ
の
後
、

都
合
が
悪
く
な
り
、
電
話
で
解
約
を
伝
え

た
と
こ
ろ
「
解
約
料

が
か
か
る
。
解
約
料

は
キ
ャ
ン
セ
ル
ポ
リ

シ
ー
に
記
載
が
あ
る
」

と
言
わ
れ
た
。

　
「
キ
ャ
ン
セ
ル
手
数
料
無
料
」
と
表
示

さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
キ
ャ
ン

セ
ル
料
が
請
求
さ
れ
る
こ
と
に
納
得
が
い

か
な
い
。

【
こ
こ
が
ポ
イ
ン
ト
】
旅
行
予
約
サ
イ
ト

に
は
４
つ
の
タ
イ
プ
が
あ
り
ま
す
！

①
国
内
Ｏ
Ｔ
Ａ
が
運
営
す
る
サ
イ
ト

　
日
本
国
内
に
事
業
拠
点
を
持
つ
旅
行
業

者
（
旅
行
業
法
に
基
づ
き
登
録
行
政
庁
と

な
る
観
光
庁
ま
た
は
都
道
府
県
に
登
録
し

て
い
る
事
業
者
）。

②
海
外
Ｏ
Ｔ
Ａ
が
運
営
す
る
サ
イ
ト

　
海
外
に
事
業
拠
点
を
持
ち
、
日
本
国
内

に
事
業
拠
点
を
持
た
な
い
（
ま
た
は
ほ
と

ん
ど
な
い
）
事
業
者
が
運
営
。
海
外
の
サ

ー
バ
を
用
い
て
運
営
。

③
場
貸
し
サ
イ
ト

　
宿
泊
事
業
者
や
交
通
機
関
、
旅
行
業
者

等
に
、
旅
行
商
品
の
紹
介
・
申
し
込
み
に

関
す
る
情
報
提
供
の
場
と
し
て
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
提
供
す
る
サ
イ
ト
。

　
申
し
込
み
や
支
払
な
ど
は
、
消
費
者
と

宿
泊
事
業
者
や
交
通
機
関
、
旅
行
業
者
等

が
直
接
行
う
。

④
メ
タ
サ
ー
チ

　
国
内
ま
た
は
海
外
Ｏ
Ｔ
Ａ
の
サ
イ
ト
や

場
貸
し
サ
イ
ト
の
旅
行
商
品
の
情
報
を
一

覧
で
き
る
よ
う
に
し
て
、
消
費
者
に
多
数

の
旅
行
商
品
の
内
容
や
価
格
な
ど
を
比
較

し
や
す
く
見
せ
る
サ
イ
ト
。
申
し
込
み
や

国民生活センター
見守り新鮮情報

政府広報オンライン
暮らしに役立つ情報

支
払
な
ど
は
、
消
費
者
と
宿
泊
事
業
者
や
交

通
機
関
、
旅
行
業
者
等
が
直
接
行
う
。

（
出
典
：
政
府
広
報
オ
ン
ラ
イ
ン
よ
り
）

　大切な　水と一緒に　暮らす日々　大切な　水と一緒に　暮らす日々 第40号第40号

　金融機関や役場窓口でしか納付できなかった水道料等が、令和５年４月１日以降に発行する納付書
からコンビニエンスストアおよびスマホアプリでも納付することができるようになりました。
■対象の納付書
各種水道料金および公共下水道使用料、公共下水道受益者負担金
※納付書にバーコードの印字があるものに限ります。
■利用できるコンビニエンスストアとスマホアプリ
※納付書の裏面に記載されています。
①コンビニエンスストア　
・セイコーマート
・セブンイレブン　
・ローソン　など

あしょろの上下水道あしょろの上下水道

②スマホアプリ
・ＰａｙＰａｙ
・ＬＩＮＥＰａｙ
・ｄ払い　　　　　　　　
・ａｕＰａｙ

■納付書の様式が変わります
　コンビニエンスストアおよびスマホアプリでのお支払いに対応するため、納付書の様式が変更とな
りましたが、これまでどおり金融機関でも納付することができます。

コンビニエンスストアおよびスマホアプリでのお支払いが可能になりました

ミ
セ
ス 

ユ
ミ
子
の 

消
費
生
活
Ｑ
＆
Ａ

～
こ
こ
を
確
認
！
旅
行
予
約
サ
イ
ト
選
び

の
チ
ェッ
ク
ポ
イ
ン
ト
の
巻
～
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新
年
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。
今
年
は
春
の

訪
れ
が
早
く
、
畑
作
農
家
の
方
や
家
庭
菜
園

が
ご
趣
味
の
方
は
、
す
で
に
土
づ
く
り
に
精

を
出
さ
れ
て
い
る
方
も
多
い
で
し
ょ
う
。

　
現
在
、
本
町
で
は
ご
家
庭
等
か
ら
出
さ
れ

る
生
ご
み
は
可
燃
ご
み
と
し
て
回
収
し
、
帯

広
ま
で
運
ん
で
焼
却
処
分
し
て
い
ま
す
。
数

年
前
ま
で
は
生
ご
み
を
分
別
収
集
し
て
堆
肥

化
し
て
い
ま
し
た
が
、
施

設
の
老
朽
化
等
の
問
題
か

ら
、
取
り
や
め
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
こ
と
は
記
憶
に

新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

　
し
か
し
、
生
ご
み
を
可
燃
ご
み
と
し
て
出

す
こ
と
は
、
地
球
温
暖
化
対
策
の
面
か
ら
み

る
と
決
し
て
望
ま
し
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
の
理
由
は
、
生
ご
み
は
水
分
を
多
く

含
む
の
で
、
こ
れ
を
燃
や
す
た
め
に
は
多
く

の
燃
料
が
必
要
と
な
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
浪

費
す
る
上
、
地
球
の
温
暖
化
も
押
し
進
め
て

し
ま
う
側
面
が
あ
る
か
ら
で
す
。

で
は
、
生
ご
み
を
可
燃
ご
み
と
し
て
出

さ
ず
に
処
理
す
る
方
法
は
な
い
の
で
し
ょ
う

か
。
そ
こ
で
、
改
め
て
注
目
し
た
い
の
が
、

堆
肥
化
で
す
。
家
庭
菜
園
や
庭
の
あ
る
ご
家

庭
で
は
、
出
来
上
が
っ
た
堆
肥
を
肥
料
と
し

て
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
し
、
生
ご
み

を
出
す
煩
わ
し
さ
が
楽
し
み
に
変
わ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
他
方
、
生
ご
み
を
回
収
す
る

労
力
も
削
減
さ
れ
、
地
球
環
境
に
も
余
計
な

負
担
を
掛
け
ず
に
済
み
ま
す
。
最
近
は
バ
ッ

グ
の
中
で
堆
肥
化
さ
せ
、
そ
の
ま
ま
プ
ラ
ン

タ
ー
と
し
て
野
菜
を
育
て
ら
れ
る
商
品
も
登

場
し
て
い
ま
す
。良
質
な
堆
肥
を
作
る
に
は
、

水
分
量
や
温
度
な
ど
を
適
切
に
管
理
す
る
必

要
が
あ
る
た
め
、
多
少
の
知
識
や
コ
ツ
が
あ

り
ま
す
が
慣
れ
れ
ば
誰
で
も
作
れ
ま
す
。

町
で
は
、
生
ゴ
ミ
堆
肥
化
コ
ン
ポ
ス
ト

や
電
動
生
ご
み
処
理
機
を
購
入
す
る
際
の
助

成
も
行
っ
て
い
ま
す
。

グ
リ
ー
ン
ラ
イ
フ
が
楽
し
い
季
節
を
迎

え
た
今
、
温
暖
化
対
策
に
も
な
る
生
ご
み
の

堆
肥
化
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

■
生
ご
み
堆
肥
化
容
器
お
よ
び
電
動
生
ご
み

処
理
機
の
購
入
助
成
に
つ
い
て

詳　
細

役
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ギ
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生
ご
み
を
美
味
し
い
野
菜
に
す
る
魔
法
を
お
教
え
し
ま
す
♪

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
の
実
現
を
目
指
し
て　

第
12
回

　
５
月
11
日
か
ら
20
日
ま
で
は
、
春
の
全
国

交
通
安
全
運
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
、
次
の
こ
と
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

●
子
ど
も
を
は
じ
め
と
す

る
歩
行
者
の
安
全
確
保　
　
　
　
　

　
自
動
車
等
の
運
転
手
は
交
差
点
等
に
お
け

る
一
時
停
止
、
安
全
確
認
を
徹
底
す
る
と
と

も
に
、
安
全
な
速
度
で
運
転
し
ま
し
ょ
う
。

　
歩
行
者
は
、
道
路
の
横
断
は
左
右
の
安
全

を
よ
く
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
「
な
が
ら

ス
マ
ホ
」
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

●
横
断
歩
行
者
事
故
等
の
防
止
と
安
全

運
転
意
識
の
向
上　
　
　
　
　

　
運
転
手
は
時
間
に
ゆ
と
り
を
持
ち
、
ス
ピ

ー
ド
ダ
ウ
ン
で
安
全
運
転
を
心
掛
け
る
と
と

も
に
「
思
い
や
り
・
ゆ
ず
り
合
い
」
の
気
持

ち
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

　
高
齢
運
転
者
の
方
は
体
調
に
不
安
が
あ
る

と
き
は
運
転
を
控
え
る
な
ど
、
無
理
の
な
い

運
転
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

●
飲
酒
運
転
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う

　
飲
酒
運
転
や
疑
い
の
あ
る
人
を
発
見
し
た

場
合
は
警
察
に
通
報
し
ま
し
ょ
う
。

・
ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
運
動

　
自
動
車
で
飲
食
店
な
ど
へ
行
く
場
合
に
、

お
酒
を
飲
ま
な
い
人
（
ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
）

を
決
め
、
そ
の
人
が
仲
間
や
家
族
を
自
宅
ま

で
送
り
届
け
る
運
動
。

・
飲
酒
運
転
通
報
シ
ス
テ
ム

　
北
海
道
警
察
で
は
、
１
１
０
番
通
報
の
ほ

か
飲
酒
運
転
に
関
す
る
情
報
提
供
を
電
子
メ

ー
ル
に
よ
り
受
け
付
け
る
「
飲
酒
運
転
ゼ
ロ

ボ
ッ
ク
ス
」
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
開
設
し

て
い
ま
す
。

●
自
転
車
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
と
交
通

ル
ー
ル
厳
守
の
徹
底

　
自
転
車
を
利
用
す
る
方
は
、
自
転
車
も
車

両
と
し
て
交
通
ル
ー
ル
を
守
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
を
認
識
す
る
と
と
も
に
、
乗
車

中
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
や
自
転
車
損
害
賠
償

保
険
等
へ
の
加
入
、
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

　
イ
ヤ
ホ
ン
使
用
な
ど
、
音
ま
た
は
声
が
聞

こ
え
な
い
よ
う
な
状
態
で
の
運
転
、
傘
差
し

運
転
や
「
な
が
ら
ス
マ
ホ
」
の
片
手
運
転
な

ど
危
険
な
行
為
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

　
交
通
安
全
意
識
は
、
家
庭
内
で
の
話
し
合

い
で
も
十
分
に
向
上
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

の
で
、
こ
の
広
報
を
き
っ
か
け
に
、
家
族
等

で
話
し
合
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

詳　
細　
役
場
住
民
課
住
民
生
活
担
当

�

☎
28

－

３
８
５
８

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
実
施
！

購入助成

●
耳
で
読
書
を
楽
し
む

　
図
書
館
に
は
、
プ
ロ
の
ナ
レ
ー
タ
ー
や
、

石
田
彰
さん
・
下
野
紘
さん
を
は
じ
め
と
す
る
声

優
に
よ
っ
て
、
物
語
や
詩
な
ど
の
朗
読
が
吹

き
込
ま
れ
た
録
音
資
料
「
朗
読
Ｃ
Ｄ
」
が
あ

り
ま
す
。

　
太
宰
治
「
走
れ
メ
ロ
ス
」
や
江
戸
川
乱
歩

「
人
間
椅
子
」
な
ど
の
名
作
を
、
視
力
が
弱

い
方
や
高
齢
の
方
も
、
ラ
ジ
オ
や
音
楽
を
聴

く
よ
う
に
、
耳
で
「
聞
く
読
書
」
を
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。
視
聴
覚
資
料
の
棚
に
設

置
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

貸
出
を
希
望
の
際
は
、
カ
ウ
ン
タ
ー
ま
で
Ｃ

Ｄ
ケ
ー
ス
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

●
今
月
の
展
示

「
パ
ン
の
日
」

「
こ
ど
も
の
日
」

●
一
般
書

「
花
に
埋
も
れ
る
」�

今
野　
敏

「
好
き
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
」　 

三
浦　
し
を
ん

「
ゆ
う
べ
の
食
卓
」�

角
田　
光
代

「
テ
ー
ピ
ン
グ
の
新
し
い
教
科
書
」石

山　
修

「
昭
和
台
所
な
つ
か
し
図
鑑
」�

小
泉　
和
子

「
１
日
分
３
５
０
ｇ
の
野
菜
が
ら
く
ら
く
と

れ
る
献
立
と
レ
シ
ピ
」�

田
中　
明

●
児
童
書

「
ブ
ッ
ク
キ
ャ
ッ
ト　
ネ
コ
の
な
い
し
ょ
の

仕
事
！
」�

角
野　
栄
子

「
ラ
ス
ト
で
君
は
「
ま
さ
か
!
」
と
言
う

戦
慄
の
悪
夢
」�

Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所

「
図
解
は
じ
め
て
の
絵
画
」�

青
柳　
正
規

「
ド
ラ
え
も
ん
探
求
ワ
ー
ル
ド
縄
文
も
古
墳

も
！
び
っ
く
り
先
史
時
代
」

藤
子　
Ｆ　
不
二
雄

「
き
ょ
う
せ
ん
そ
う
が
は
じ
ま
る
と
」

藤
代　
勇
人

「
プ
リ
キ
ュ
ア
オ
ー
ル
ス
タ
ー
ズ
さ
が
し
て
！

プ
リ
キ
ュ
ア
」�

東
映
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン

今
月
の
お
す
す
め

新　

着　

図　

書

　
詳
し
い
情
報
は
、
教
育
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
足
寄
町
図
書
館
ル
イ
カ
コ
ー
ナ
ー
と

毎
月
第
４
金
曜
日
発
行
「
ル
イ
カ
つ
う
し
ん
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

図書館情報

ルイカからの
お知らせ

世
界
一
大
き
な

イ
ー
ス
タ
ー
エ
ッ
グ
「
ピ
サ
ン
カ
」

ジ
ャ
ス
ミ
ン
・
愛
子
・
ジ
ャ
ク
ソ
ン

　
皆
さ
ん
は
「
イ
ー
ス
タ
ー
エ
ッ
グ
」

を
知
っ
て
い
ま
す
か
？
「
イ
ー
ス
タ
ー

（
復
活
祭
）」
と
は
、
イ
エ
ス
キ
リ
ス

ト
の
復
活
を
祝
う
お
祭
り
で
す
。
鳥
が

卵
の
殻
を
割
っ
て
生
ま
れ
て
く
る
よ
う

に
、
イ
エ
ス
キ
リ
ス
ト
も
「
死
」
と
い

う
殻
を
破
っ
て
復
活
し
た
と
さ
れ
る
こ

と
か
ら
「
卵
」
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
飾

り
を
使
う
こ
と
が
伝
統
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
年
の
「
イ
ー
ス
タ
ー
」
は
４
月
９

祥
の
「
ピ
サ
ン
キ
」
と
い
う
も
の
が
あ
り

ま
す
。
卵
に
さ
ま
ざ
ま
な
幾
何
学
模
様
が

描
か
れ
、
イ
ー
ス
タ
ー
エ
ッ
グ
の
中
で
も

芸
術
作
品
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
ア
ル
バ
ー
タ
州
の
ベ
ク
レ
ビ
ル
と
い
う

街
に
は
、
高
さ
10
メ
ー
ト
ル
に
も
及
ぶ
世

界
最
大
の
「
ピ
サ
ン
キ
」
の
オ
ブ
ジ
ェ
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
「
ピ
サ
ン
カ
」
と
呼

ば
れ
、
ア
ル
バ
ー
タ
州
に
入
植
し
た
ウ
ク

ラ
イ
ナ
の
人
た
ち
へ
の
敬
意
を
表
し
て
作

ら
れ
ま
し
た
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
移
民
が
多

い
ベ
ク
レ
ビ
ル
の
街
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ

て
い
ま
す
。
私
は
小
さ
い
頃
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
の
伝
統
料
理
を
食
べ
に
家
族
で
よ
く
ベ

ク
レ
ビ
ル
に
ド
ラ
イ
ブ
に
行
き
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
も
「
イ
ー
ス
タ
ー
」
を
祝
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。
家
族
で
「
エ
ッ
グ
ペ
イ
ン

ト
」
や
「
イ
ー
ス
タ
ー
エ
ッ
グ
ハ
ン
ト
」

を
す
る
と
と
て
も
楽
し
い
で
す
よ
！

日
と
さ
れ
て
お
り
、
カ
ナ
ダ

を
は
じ
め
世
界
中
で
祝
わ
れ

る
祝
日
で
す
。
当
日
は
、
庭

や
家
の
中
に
卵
の
形
を
し
た

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の
お
菓
子
を

隠
し
、
子
ど
も
た
ち
が
お
菓

子
を
見
つ
け
る
「
イ
ー
ス
タ

ー
エ
ッ
グ
ハ
ン
ト（
卵
探
し
）」

な
ど
を
し
て
過
ご
し
ま
す
。

　
ま
た
カ
ナ
ダ
で
は
イ
ー
ス

タ
ー
の
日
が
近
づ
く
に
つ
れ

て
、
卵
の
殻
に
絵
を
描
い
て

家
に
飾
る
「
エ
ッ
グ
ペ
イ
ン

ト
」
を
し
ま
す
。
有
名
な
も

の
と
し
て
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
発

ベクレビルの「ピサンカ」ベクレビルの「ピサンカ」

図書館情報

ルイカからの
お知らせ

足寄町図書館「ルイカ」　
開　館　午前10時～午後６時
休　館　月曜・年末年始
　　　　特別図書整理期間
☎２５－３１８９
ＨＰ　https://www.town.ashoro.
hokkaido.jp/kyoiku-iinkai/toshokan/
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の
期
待
に
応
え
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
神
田
さ
ん
は
、
父
親
の
到
（
い
た
る
）
さん

か
ら
上
足
寄
地
区
で
簡
易
郵
便
局
の
受
託
者

を
募
集
し
て
い
る
と
の
話
を
聞
き
、
約
２
年

か
け
て
準
備
を
行
い
開
設
に
至
り
ま
し
た
。

　
現
在
も
翻
訳
の
仕
事
を
続
け
て
お
り
、
最

近
で
は
日
本
語
の
オ
ノ
マ
ト
ペ
（
音
や
声
、

状
態
、
動
き
な
ど
を
音
で
抽
象
的
に
表
し
た

語
）
を
イ
ラ
ス
ト
で
紹
介
し
た
外
国
人
向
け

の
本
「
オ
ノ
マ
ト
ペ
フ
レ
ン
ズ
」
な
ど
を
英

訳
し
て
い
ま
す
。

　
神
田
さん
は
、
簡
易
郵
便
局
を
運
営
す
る
と

と
も
に
、
今
後
は
自
宅
ス
ペ
ー
ス
を
利
用
し

て
、
飲
み
物
や
日
用
品
な
ど
地
域
の
ニ
ー
ズ

に
合
っ
た
も
の
を
販
売
す
る
ス
ト
ア
を
オ
ー

プ
ン
す
る
こ
と
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

よ
び
Ｗ
Ｅ
Ｂ
方
式
で
実
施
し
ま
す
。

そ
の
他　
試
験
案
内
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い

詳
細　
と
か
ち
広
域
消
防
局
総
務
課
人
事
給

与
係

☎
０
１
５
５

－

26

－

９
１
２
１

Ⓗhttps://fire-tokachi.hokkaido.jp

訪
問
看
護
師
（
正
職
員
・
パ
ー
ト
）
を
募
集

し
て
い
ま
す

応
募
資
格　
看
護
師
、
准
看
護
師
ま
た
は
保

健
師
と
し
て
実
務
経
験
が
３
年
以
上
で
、
普

通
自
動
車
運
転
免
許
を
所
持
し
て
い
る
方

受
付
期
間　
５
月
31
日
㈬
ま
で

勤
務
地　
本
別
町

勤
務
時
間　
正
職
員
：
午
前
８
時
45
分
～
午

後
５
時
30
分　
パ
ー
ト
：
午
前
９
時
～
午
後

５
時

詳
細　
本
別
地
域
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

☎
０
１
５
６

－

22

－

９
０
５
０

退
職
者
（
３
月
31
日
付
）

足
寄
町
発
令

伊
藤　
啓
二
（
会
計
管
理
者

（兼）
出
納
課
長
）

今
村　
一
代（
国
民
健
康
保
険
病
院
准
看
護
士
）

満
仁
崎　
洋
介
（
総
務
課
企
画
財
政
室
主
任
）

石
山　
開
登（
福
祉
課
総
合
支
援
相
談
室
主
事
）

關　
紀
花
（
総
務
課
企
画
財
政
室
主
事
補
）

　
制
度
開
始
時
に
イ
ン
ボ
イ
ス
発
行
事
業
者

と
な
る
た
め
に
は
、
９
月
30
日
ま
で
に
登
録

申
請
が
必
要
で
す
。
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
開

始
前
に
「
取
引
先
へ
の
登
録
番
号
の
通
知
」

や
「
請
求
書
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
の
見
直
し
」

な
ど
の
準
備
が
必
要

と
な
る
た
め
、
早
期

の
登
録
申
請
を
お
す

す
め
し
ま
す
。

詳
細　
十
勝
池
田
税
務
署

☎
０
１
５

－

５
７
２

－

２
１
７
１

と
か
ち
広
域
消
防
事
務
組
合
消
防
職
員
採
用

資
格
試
験
（
前
期
）

　
令
和
６
年
４
月
１
日
採
用
予
定
の
消
防
職

員
を
募
集
し
ま
す
。

　
試
験
案
内
は
、
と
か
ち
広
域
消
防
局
総
務

課
と
十
勝
管
内
各
消
防
署
、
帯
広
市
役
所
１

階
総
合
案
内
で
配
布
の
ほ
か
、
と
か
ち
広
域

消
防
事
務
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。

受
験
区
分　
大
学
卒
、
短
大
卒
、
救
急
救
命

士
（
予
定
）

受
付
期
間　
４
月
17
日
㈪
～
５
月
８
日
㈪

一
次
試
験
（
一
般
教
養
、
適
性
試
験
、
性
格

検
査
）　
５
月
20
日
㈯
か
ら
６
月
４
日
㈰
ま

で
の
希
望
日
時
で
テ
ス
ト
セ
ン
タ
ー
方
式
お

お
知
ら
せ

令
和
５
年
度
保
険
料
率
改
定
の
お
知
ら
せ

　
令
和
５
年
３
月
分
（
４
月
納
付
分
）
か
ら

健
康
保
険
料
率
は
10
・
29
％
（
マ
イ
ナ
ス
０
・

10
ポ
イ
ン
ト
）、
介
護
保
険
料
率
は
１
・
82

％
（
プ
ラ
ス
０
・
18
ポ
イ
ン
ト
）
と
な
り
ま

す
。
加
入
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
引
き
続
き
医

療
費
適
正
化
等
の
取
り
組
み
に
ご
協
力
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

詳
細　
全
国
健
康
保
険
協
会
（
協
会
け
ん
ぽ
）

北
海
道
支
部

☎
０
１
１

－

７
２
６

－

０
３
５
２

令
和
５
年
調
理
師
試
験
の
実
施
に
つ
い
て

日
時　
８
月
29
日
㈫
午
後
１
時
30
分
～
４
時

場
所　
帯
広
市
（
会
場
は
受
験
票
に
よ
り
受

験
者
へ
通
知
し
ま
す
）

受
験
資
格　
学
校
教
育
法
第
57
条
に
規
定
す

る
者
で
あ
っ
て
、
多
数
人
に
対
し
て
飲
食
物

を
調
理
し
て
供
与
す
る
寄
宿
舎
、
学
校
、
病

院
等
の
施
設
ま
た
は
飲
食
店
営
業
、
魚
介
類

販
売
業
、
そ
う
ざ
い
製
造
業
に
お
い
て
５
月

19
日
ま
で
に
２
年
以
上
調
理
の
業
務
に
従
事

し
た
者

受
付
期
間　
５
月
８
日
㈪
～
19
日
㈮

手
数
料　
６
９
０
０
円

詳
細　
十
勝
総
合
振
興
局
保
健
行
政
室
企
画

総
務
課
企
画
係

☎
０
１
５
５

－

27

－

８
６
３
８

令
和
６
年
の
歌
会
始
の
お
題

　
令
和
６
年
歌
会
始
の
お
題
は
「
和
」
と
定

め
ら
れ
ま
し
た
。
お
題
は
「
和
」
で
す
が
、

歌
に
詠
む
場
合
は
「
和
」
の
文
字
が
詠
み
込

ま
れ
て
い
れ
ば
よ
く
「
平
和
」「
調
和
」「
和

服
」
の
よ
う
な
熟
語
に
し
て
も
差
し
支
え
あ

り
ま
せ
ん
。

詠
進
の
期
間　
９
月
30
日
㈯
ま
で（
消
印
有
効
）

郵
便
宛
先　
「
〒
１
０
０

－

８
１
１
１　
宮

内
庁
」
と
し
、
封
筒
に
「
詠
進
歌
」
と
書
き

添
え
て
く
だ
さ
い
。

詳
細　
宮
内
庁
式
部
職

Ⓗhttps://w
w

w
.kunaicho.go.jp/

10
月
に
消
費
税
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
が
始
ま

り
ま
す

　
イ
ン
ボ
イ
ス
と
は
、
売
手
が
買
手
に
対
し

て
、
正
確
な
適
用
税
率
や
消
費
税
額
等
を
伝

え
る
も
の
で
す
。
イ
ン
ボ
イ
ス
を
発
行
す
る

た
め
に
は
、
イ
ン
ボ
イ
ス
発
行
事
業
者
の
登

録
申
請
が
必
要
で
す
。

町
職
員
人
事

募　

集
　日本一寒いまち陸別町。そんな環境で育った
トドマツやアカエゾマツから香り成分を抽出し
ました。どちらも「森の香り」は共通ですが、
トドマツは「爽やかでシャープな香り」、アカ
エゾマツは「柑橘のような甘い香り」が特徴です。
　オーロラをイメージしたデザインの木製ディ
フューザーに数滴しみこませて、お車やデスク
周りで「癒しの香り」をお楽しみください。

義経の里本別公園の遊具をご利用ください
　義経の里本別公園内のボート・ゴーカート等
の有料遊具が４月から運営を開始します。ご家
族連れで、ぜひ本別公園に遊びに来てください。

○ボート・ゴーカート・バッテリーカー
期　間　４月22日㈯～10月15日㈰
運営日　土・日曜日、祝日
※４月29日㈯～５月７日㈰および７月15日㈯～
８月20日㈰は毎日営業
※営業時間・料金など、詳しくは本別町公式ホ
ームページ観光情報をご覧ください

観光情報のページはこちら→

詳細
・ボート
本別公園「義経の館」☎２２－４４４１
・ゴーカート・バッテリーカー
本別町役場建設水道課管理担当☎２２－８１２２

タネラボの
エッセンシャルオイルと木製ディフューザーセット

詳細　
販売先：陸別町観光物産館　☎２７－２０１２
製造・販売元：種を育てる研究所（タネラボ）
ｈｉｎａｔａ＠ｔａｎｅ－ｌａｂ．ｃｏｍ

インボイス制度
特設サイト

　
３
月
20
日
、
上
足
寄
本
町
に
２
年
ぶ
り
に

簡
易
郵
便
局
が
旧
足
寄
町
農
協
上
足
寄
事
業

所
跡
に
オ
ー
プ
ン
し
、
地
域
の
住
民
約
30
人

が
オ
ー
プ
ン
に
駆
け
付
け
、
現
金
書
留
な
ど

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
人
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
新
た
に
簡
易
郵
便
局
の
局
長
と
な
っ
た
の

は
、
上
士
幌
町
出
身
で
東
京
で
翻
訳
の
仕
事

を
し
て
い
た
神
田
万
葉
（
ま
は
）
さん
で
３
月

に
夫
の
ミ
ケ
リ
ゴ
ッ
ト
・
ラ
イ
リ
ー
・
コ
ナ

ー
さん
と
と
も
に
足
寄
町
に
移
住
し
ま
し
た
。

　
上
足
寄
連
合
自
治
会
の
大
西
孝
司
会
長
は

「
簡
易
郵
便
局
が
な
く
な
り
、
荷
物
を
送
る

に
も
不
便
だ
っ
た
の
で
再
開
し
て
く
れ
て
大

変
助
か
り
ま
す
。
上
足
寄
地
域
に
若
い
人
が

移
住
し
て
く
れ
て
大
変
う
れ
し
い
」
と
話
し

ま
し
た
。

　
神
田
さん
は
「
先
日
、
地
域
の
方
々
へ
あ
い

さ
つ
に
お
伺
い
し
ま
し
た
が
、
オ
ー
プ
ン
を

楽
し
み
に
し
て
い
る
と
声
を
掛
け
て
い
た
だ

き
地
域
の
期
待
が
大
き
い
の
が
大
変
う
れ
し

か
っ
た
。
早
く
地
域
に
溶
け
込
み
、
皆
さ
ん

上
足
寄
地
区
に
簡
易
郵
便
局
が
オ
ー
プ
ン

上
足
寄
地
区
に
簡
易
郵
便
局
が
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た

し
ま
し
た

地域の皆さんと神田地域の皆さんと神田ささんん家族家族

神田万葉神田万葉さんとコナーとコナーさん

☎…電話番号
Ⓕ…ファクス
Ⓗ…ホームページ
Ⓜ…メールアドレス

から町別陸 から町別本
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今月の表紙

　３月23日㈭に行われた「認定こども園どん
ぐり卒園式」でのスナップです。

掲載を希望される方は、役場総務課総務室・広報広聴担当まで

田島　光
　ひかり

ち
  ゃ
   ん

� （令和３年４月27日生まれ）

　もうすぐ２歳のお誕生日だね。
牛舎のお手伝いが大好きな光、
これからも元気に大きくなって
ね！

祐哉・結貴さ
んの子

留田　留田　空空
く う がく う が

駕駕ち
  ゃ
   んと大

た い が

雅ち
  ゃ
   ん

空駕ち
ゃ
ん（令和３年４月26日生まれ）

大雅ち
ゃ
ん（平成30年10月12日生まれ）

　お兄ちゃん大好きな空駕！いつもお
兄ちゃんのまねっこをして楽しそうに
しています♡恐竜と動物が大好きな兄
弟！！これからも２人仲良く、すくす
く育ってね♡
� 邦彦・茜さ

んの子

ひとのうごき

３月末の住民基本台帳

人　口　　６，２５６　人　（－63)
　男　　　３，０８２　人　（－35)
　女　　　３，１７４　人　（－28)
世　帯　　３，３２２世帯（－19)
※住民基本台帳法の改正に伴い、外国人住民
を含んだ数値となっています。

大雅ち  ゃ   ん   空駕ち  ゃ   ん  

　「うちの人気者」では小学校入学前のお
子さんを毎月２～３人掲載しています。
　兄弟・姉妹で一緒に写っている写真もお
待ちしています！過去に掲載したお子さん
も、掲載後１年経過していれば掲載できます！
　掲載を希望される方は、町ホームページ
投稿フォームからお申し込みください！お
問い合わせは役場総務課広報広聴担当まで。
☎２８―３８５０

うちの人気者
投稿フォーム

足寄町役場足寄町役場
ホームページホームページ

LINE公式LINE公式
アカウントアカウント FacebookFacebook InstagramInstagram

☆今年も足寄高校卒業生に「だから、
足高へ行く。」のインタビューをし
ました。それぞれ部活や勉強などで
頑張ったこと、高校生活の一番の思
い出や将来などを話してくれました。
卒業式には松山千春さんがサプライ
ズで登場し「自分の持てる能力を全
開に頑張ってください」と卒業生を
激励するなど、卒業生にとって良い
思い出になったと思います。


